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夏本番

　梅雨が明けると、ジリジリと焼けつくような太陽。本格

的な夏の到来です。

　照りつける太陽のもと、野外に出かける計画の方も多い

と思います。家族や友人との海水浴やキャンプなどは、夏

の楽しい思い出となることでしょう。しかし、夏になると

増えるのが水の事故です。子どもたちだけで海や水辺に行

かせる事なく、親が必ず付き添って目を配りましょう。
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青少年を非行から守り社会を明るくする運動
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　子どもたちが待ち望んでいた夏休みがやっ

て来ました。勉強やスポーツ、遊びなど、さ

まざまな計画を立てていることでしょう。

　しかし、一方で夏休みに入ると、子どもた

ちは学校生活から解放され、気持ちが緩み、

生活のペースが乱れがちになります。こんな

とき、ちょっした好奇心から非行にはしるこ

とが少なくありません。

　情報過多の時代といわれる中、子どもたち

を取り巻く社会全体の環境が悪化しているこ

とも少なからず原因があるでしょう。

　子どもたちが健やかに伸び伸び成長できる

明るい社会をつくるために、家庭や学校、職

場、地域社会などで、わたしたち大人が親身

になって子どもだちとふれあい、対話を心が

けたいものです。そして、非行を防ぎ犯罪を

起こさせない環境を、お互いにつくりあげて

いきましょう。

　青少年を取り巻く社会環境を浄化し、健全育成を図るため、栃木県条例により有害雑誌、

有害ビデオ等に対する規制が７月１日から強化されました。

★主な改正のポイント

づ「図書等」の定義の拡大

　市販されているフロッピーディスクやＣＤ－ＲＯＭ等

の中には、著しく青少年の性的感情を剌激し、健全な育

成を阻害するものがあり、社会環境に悪影響を与えてお

ります。そこで、フロッピーディスクやＣＤ－ＲＯＭ等

も有害指定対象物となりました。

○有害がん具類の追加

　最近、特に自動販売機に性的がん異類が収納されてい

るケースが目立ってきました。そこで、性行為等の用に

供するがん異類で、規則で定める形状、構造、機能を有

するがん異類を有害がん異類（包括有害指定のがん異類）

とし、規制の対象となりました。

○緊急指定の追加

　青少年に有害な図書等・がん具類・広告物に対して、

知事がこれらの物を審議会の意見を聴いて有害指定して

おりますが、特に緊急に有害物の指定をする必要を認め

た場合は、審議会の構成員のうち２名以上の意見を聴い

て有害指定することができるようになりました。

○自動販売機等の設置届出等

　がん異類の自動販売機等設置の届出制がないため有害

がん具類販売の自動販売機等業者の実態が不明であるこ

となとがら、届出対象となる自動販売機等に、がん異類

の自動販売機等を加え、その届出の時期が当該自動販売

機等を設置する前となりました。
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○自動販売機等管理者の設置

　自動販売機等業者が住居等から遠隔の地に自動販売機

等を設置するか又は使用しているため、その管理が十分

でない場合が多くありました。そこで、自動販売機等業

者に自動販売機等を適正に管理させるため、その管理を

行う者を自動販売機等ごとに置くことになりました。

○罰則の強化

　青少年に対し、直接的に害悪が及び、しかも社会的に

容認することのできない反社会的行為と図書等の販売等

違反、自動販売機等にかかる届出及び表示義務違反、立

入調査班の権限行使に対する正当な理由のない妨害行為

等について、有夫のように罰則が強化されました。

○自販機等への有害図書･有害がん異類等の収齢撮

　自動販売機等による図書等又ぽかん無類の販売・貸し

付けが、人手を経ないで行われるため、青少年といえど

も自由に利用できる状態にあります。そこで、自動販売

機等へ収納できないものにがん無類を加えることになり

ました。さらに自動販売機等業者又は自動販売機等管理

者は、現に収納している図書等又はがん無類が有害指定

されたときは、直ちに当該有害図書等又は有書がん異類

を撒去しなければならないことになりました。

罰則一覧表
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いん行を行った者 け以下の懲役又は

50万円以下の罰金有害行為のための場所提供等

有害図書等の販売違反

30万円以下の罰金自動販売機等への収納違反

自動販売機等からの撤去義務違反

深夜連れ出し 20万円以下の罰金

自動販売機等の無届、虚偽の届出

10万円以下の罰金自動販売機等の表示義務違反､虚偽の表示

立入調査の拒否、虚偽の陳述

-
青少年健全育成町民のつどい

　　　家庭での健全育成を推進

　　「青少年を非行から守り社会を明るくする運動」の一環として、

　町青少年問題協議会並びに町青少年健全育成実施委員会主催の青少

　年健全育成町民のつどいが７月１［］、壬生中央公民館で開かれ、約

　４００名が参加しました。

　　当日は、島田克己実施委員長、清水町長、桑田栃木警察署長のあ

　いさつの後、中学生・高校生・社会人による青少年健全育成主張の

　発表、主張者と標語入賞者の表彰のほか、外山岨比古昭和女子大学

　敦授による『家族という名の「学校」としつけ方』と題しか特別講

　演が行われました。

　主張発表

Ｏ「国際交流と相互理解」

　　大出　江美（社会人）

Ｏ「私のたからも帽

　　山野井綸子往生高２年」

Ｏ「この一球」

　　犬塚　藍往生中３豹

Ｏ「出会い」

　　清水久美子浦犬飼い年）

　標　　語

◇最優秀赤木清美（咎蝸牛）

秀早乙女美紀(咎吋年)

　荒井嵩(南天鮮2年)

町
長
ヘ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
手
わ
た
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
田
会
長

法務大臣メッセージ
　　　　　　石橋保護

八

ぶ

　本年で第45回を迎える“社会を明るくする運動"

の実施に当た胆､石橋保護区保護司会(亀田和己

会長)が６月12[]、町長室を訪れ、法務大臣から

のメッセージを清水町長に伝運しました。

　同運動は、国民一人ひとりが、犯罪や非行の防

止と不幸にして罪を犯してしまった方たちの更生

について理解を深め、それぞれの立場において力

を合わせ、明るい社会を築くことを目的とするも

ので、毎年７月を強調月間として全国的な運動を

展開しています。
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児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
が
い
な
い

か
、
あ
る
い
は
父
親
に
重
度
の
障
害
が

あ
る
家
庭
な
ど
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
支
給
対
象
児
童
の
年
齢
は
、
1
8
識
到

達
の
年
度
末
ま
で
で
す
。

　
離
婚
等
の
事
実
の
発
生
時
点
か
ら
５

年
を
経
過
し
て
し
ま
う
と
、
請
求
資
格

が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
に
よ
っ

て
全
額
、
一
部
支
給
停
止
、
ま
た
は
支

給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

手
当
月
額

・
児
童
一
人
　
　
　
４
１
、
３
９
０
円

・
児
童
二
人
　
　
　
４
６
、
３
９
０
円

・
児
童
三
人
以
降
３
、
０
０
０
円
加
算

※
一
部
支
給
停
止
は
１
３
、
７
０
０
円

　
の
減
額
に
な
り
ま
す
。

支
給
月

４
月
、
８
月
、
1
2
月

心

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
精
神
ま
た

は
身
体
に
障
害
（
一
級
・
二
級
）
の
あ

る
児
童
（
2
0
歳
未
満
）
を
養
育
す
る
方

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
一
定
の
所
得
額
以
下
の
場

合
に
限
ら
れ
ま
す
。

手
当
月
額
（
一
人
あ
た
豊

∴
級
該
当
　
　
　
５
０
、
３
５
０
円

・
二
級
該
当
　
　
　
３
３
、
５
３
０
円

支
給
月

４
月
、
８
月
、
１
１
月

◇
問
合
せ
先

各
種
手
当
の
請
求
方
法
や
対
象
児
童
、

所
得
制
限
な
ど
く
わ
し
く
は
、

　
役
場
民
生
部
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
�
8
2
－
１
２
３
４
内
線
１
１
３

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４

児
箇
杖
芦
ヂ
当

幔
ｙ
別
児
童
１
　
　
当
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同
和
対
策
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県
民
運
動
強
調
月
間

同
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推
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民
運
動

　
啓
発
ポ
ス
タ
ー
図
案
募
集

　

啓

発

活
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一

環

と

し
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、

基
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人
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を
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重

す
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意
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高
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、

同

和

問
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の

早

期

解

決

を

回

り

、

差

別

の

な

い

社

会
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さ

ら

に

は

2 1

世

紀

に

向

け

希

望

と

活

気

に

満

ち

た

新

し

い

社

会

－

と

ち

ぎ

新

時

代

－
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築
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目

標
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啓
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図

案
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（

郵

送

で

の

請

求

も

で

き

ま

す

）

・
７
月
2
0
日
呆
∇
８
月
1
7
亘
杢

・
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
８

　
時
3
0
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

・
９
月
1
7
日
石
）

問
　
合
　
せ
　
先

・
役
場
総
務
部
総
務
課
庶
務
人
事
係
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○
応
募
規
定

①
大
き
さ
及
び
形
式
は
、
Ｂ
３
判
縦
型

（
祖
し
、
高
校
一
般
の
部
は
、
Ｂ
２
判

縦
型
で
も
可
能
。
）
　
パ
ネ
ル
は
不
可
。

②
図
案
に
使
う
標
語
は
、
下
記
の
中
か

ら
選
ぶ
か
、
創
作
す
る
こ
と
。

③
自
作
、
創
作
で
未
発
表
の
作
品
。

④
作
品
は
、
裏
面
に
住
所
、
氏
名
工

り
が
な
）
年
齢
、
職
業
（
学
生
は
、
学

校
名
、
学
年
）
を
明
記
。

○
締
切
日
　
　
　
　
　
９
月
2
9
日
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◇日　　時　　８月18日（金）　　　づ

　　　　　　　午後１時30分～３時30分

◇会　　場　＼那須野が原ハーモニｒホｒミル
｜

ｉ

○
応
募
及
び
問
合
せ
先

干
3
2
0
　
宇
都
宮
市
橋
田
１
－
Ｉ
－
2
0

栃
水
県
県
民
生
活
都
同
和
対
策
諜

　
　
　
�
０
２
８
６
－
2
3
－
３
０
２
ｒ
ｏ

Ｏ
標
　
語

・
見
す
ご
す
な
許
す
な
身
近
に
あ
る
差

　
別

・
知
ら
ぬ
ま
に
し
て
は
い
な
い
か
小
さ

　
な
差
別

・
思
い
や
る
心
が
差
別
を
な
く
す
か
ぎ

・
い
わ
れ
な
き
差
別
す
る
ま
い
さ
せ
る

　
ま
い

・
差
別
な
き
郷
犬
づ
く
り
は
み
ん
な
が

　
主
役

・
平
等
は
人
そ
れ
ぞ
れ
の
心
か
ら

・
認
め
合
う
心
が
結
ぶ
住
み
よ
い
社
会

－

－

－

１

－

‐

－

１

－

－

－

ｊ

ｌ

－

－

－

ｊ

‐

－

－

１

－

－

　　　　　　　　　　同和教育」
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５

差
別
の
な
い
社
会
を
つ
く
ろ
う

　
憲
法
第
1
4
条
は
「
す
べ
て
の
国
民
は
、

法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、
人
種
、
信

条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
に

よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
、
又
は
社
会

的
関
係
に
お
い
て
差
別
さ
れ
な
い
。
」

と
基
本
的
人
権
に
つ
い
て
規
定
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
を
と
り
ま

く
社
会
に
お
い
て
は
、
今
日
で
さ
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
差
別
が
あ
り
、
な
か
で
も

披
差
別
部
落
の
問
題
、
い
わ
ゆ
る
同
和

問
題
は
、
非
常
に
深
刻
な
社
会
問
題
と

し
て
現
存
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
同
和
問
題
の
早
期
解
決

を
目
指
し
、
県
、
市
町
村
は
も
ち
ろ
ん

各
種
民
間
団
体
で
構
成
し
て
い
る
栃
水

県
同
和
村
策
推
進
県
民
会
議
で
は
、
８

月
１
日
か
ら
３
１
日
ま
で
の
１
か
月
間
を

「
同
和
対
策
推
進
県
民
運
動
強
調
月
間
」

と
定
め
、
さ
ら
に
1
2
月
４
日
か
ら
1
0
日

ま
で
の
『
人
権
週
間
』
を
「
同
和
対
策

推
進
県
民
運
動
強
調
週
間
」
と
し
て
、

集
中
的
啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

壬
生
町
職
員
募
集

　
町
で
は
、
平
成
８
年
度
に
採
用
す
る

職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

職
種
及
び
採
用
人
員

◇
一
般
事
務
　
　
若
干
名

　
　
・
昭
和
4
5
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
5
3

　
年
４
月
―
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　
・
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん

◇
保
健
婦
　
　
　
１
　
名

　
・
昭
和
4
5
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
5
0

　
　
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　
　
で
、
保
健
婦
の
免
許
取
得
者
、
ま

凹
一
．
．
一
一
．
＝
］
．
・
．
．

た
は
平
成
８
年
５
月
末
日
ま
で
に

保
健
婦
の
免
許
を
取
得
す
る
見
込

み
の
方

住
　
居
　
要
　
件

通
勤
時
間
が
お
お
む
ね
5
0
分
以
内
の

方

・
職
員
採
用
試
験
案
内
及
び
申
込
書
は
、

　
７
月
2
0
日
か
ら
役
場
総
務
部
総
務
課

　
（
本
庁
２
階
）
　
で
配
布
し
ま
す
。



わくわく農業体験モデル事業

で農業体験学習小塚安小田生羽
　
町
で
は
、
農
業
・
農
村
の
イ
メ
九
ン

ア
ッ
プ
と
意
欲
あ
ふ
れ
た
若
い
農
業
者

の
育
成
等
を
目
的
と
し
た
「
わ
く
わ
く

農
業
体
験
モ
デ
ル
事
業
」
を
実
施
す
る

に
当
た
り
、
県
や
栃
木
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
支
援
を
受
け
、
町
教

育
委
員
会
、
羽
生
田
・
安
版
画
小
学
校
、

町
農
業
協
同
組
合
な
ど
の
協
力
を
得
て
、

わ
く
わ
く
農
業
体
験
実
行
委
員
会
を
６

月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
で
は
、
羽
生
田
・
安
塚
画

小
学
校
を
モ
デ
ル
校
と
し
て
、
体
験
ス

ク
ー
ル
農
園
を
設
置
、
羽
生
田
小
学
校

で
は
、
６
月
Ｉ
ロ
に
サ
ッ
マ
イ
モ
の
苗

付
け
、
1
7
口
に
田
植
え
を
全
校
生
徒
で

行
い
、
ま
た
、
安
塚
小
学
校
で
も
花
壇

恵
川
土
地
改
良
区
、
本
郷
七
福
会

　
県
道
路
愛
護
連
合
会
会
長
表
彰
を
受
賞

を
利
用
し
て
水
田
を
作
り
、
６
月
５
日
　
　
受
賞
さ
れ
た
恵
川
土
地
改
良
区
（
中
央
）

に
２
年
生
が
田
植
え
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
、
圓
小
学
校
で
は
各
学

年
ご
と
に
野
菜
や
草
花
の
栽
培
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
当
事
業
は
、
地
域
及
び
地
成
鳥
業
者

が
一
体
と
な
っ
て
、
児
童
や
そ
の
ご
両

親
を
対
象
と
し
て
、
農
産
物
加
工
を
含

め
た
興
味
豊
か
な
農
業
体
験
学
習
を
推

進
す
る
も
の
で
、
農
業
体
験
を
通
し
て

農
業
の
素
晴
ら
し
さ
や
作
物
を
育
て
る

喜
び
な
ど
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
い

う
も
の
で
す
。

｀W

七
福
会

　
栃
木
県
並
び
に
　
　
栃
木
県
道
路
愛
護
連
合
会
会
長
表
形
を

栃
木
県
道
路
愛
護
　
　
受
賞
し
ま
し
た
。

連
合
会
主
催
の
道
　
　
　
こ
れ
は
、
２
団
体
と
も
に
多
年
に
わ

路
愛
護
功
労
者
表
　
　
た
り
、
地
域
内
の
国
、
県
、
町
道
を
定

形
式
が
６
月
2
9
口
、
　
期
的
に
空
き
缶
拾
い
や
清
掃
を
実
施
す

栃
木
会
館
で
行
わ
　
　
る
ほ
か
、
道
路
洽
い
の
花
壇
な
ど
に
タ

れ
、
そ
の
席
上
、
　
ピ
ア
ン
や
サ
ル
ビ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

壬
生
町
道
路
愛
護
　
　
ド
な
ど
の
草
花
を
植
え
道
路
の
美
化
を

会
の
唐
川
土
地
改
　
　
図
る
な
ど
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回

良
区
並
び
に
七
ツ
　
　
の
表
彰
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

石
本
郷
老
人
ク
ラ
　
　
　
な
お
、
２
団
体
は
、
昨
年
行
わ
れ
た

ブ
七
福
会
の
２
団
　
　
道
路
愛
護
作
業
コ
ン
ク
ー
ル
・
花
い
っ

体
が
、
道
路
愛
護
　
　
ぱ
い
部
門
に
お
い
て
優
方
言
を
受
賞
さ

（
左
）
と
清
水
町
長
　
功
労
団
体
と
し
て
　
　
れ
て
い
ま
す
。

一
７
ど

ｊ

Ｓ

　婦人の健康づくり事業

骨密度で健康チェック

　「婦人の健康づくり検診」から月13日、保

健福祉センターで行われました。

　これは、18歳から39歳の婦人を対象に行っ

ていた婦人の健康づくり検診に、骨粗しょう

症検診が加えられました。

　骨粗しょう症検診は、超音波によりかかと

の骨堂を調べるもので、今年から新たに実施

し、この日は50名の方が受診いたしました。

　骨の一生を考えると、骨密度の値は、20歳

ぐらいが最大に達し高齢になるとともに減少

すると言われています。骨を大きく大く丈夫

にするために、日ごろから屋外での運動やカ

ルシウムを多く含む食品を摂るように心掛け

ることが大切です。

心

６



国
際
公
募
、
第
3
1
回
亜
細
亜
現
代
美
術
展

　
　
神
門
氏
文
部
大
臣
奨
勧
賞
受
賞

　
社
団
法
人
亜
細
亜
美
術
交
友
会
主
催

に
よ
る
「
国
際
公
募
、
第
３
１
回
亜
細
亜

現
代
美
術
展
」
が
６
月
に
東
京
上
野
の

平
泉
都
美
術
館
で
開
か
れ
、
手
描
友
禅

師
の
神
門
銕
三
さ
ん
（
西
高
野
）
が
、

友
禅
の
草
本
染
「
軍
鶏
（
し
や
も
）
」

で
文
部
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
作
品
は
、
ク
ル
ミ
、
ザ
ク
ロ
、

貝
殻
虫
な
ど
を
使
っ
て
染
め
ら
れ
て
い

る
の
が
特
徴
で
。

　
「
自
然
の
色
合

い
が
出
る
し
、

時
間
が
た
つ
ほ

ど
色
が
良
く
な

る
ん
で
す
よ
」

と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
同
美
術
展
は

各
国
か
ら
参
加

を
募
っ
て
お
り
、

入
貢
し
た
神
門
さ
ん
（
左
）
と
清
水
町
長
　
　
今
年
は
絵
画
、

陶
器
な
ど
３
３
１
点
が
出
品
、
神
門
さ

ん
は
「
身
近
で
だ
れ
に
で
も
わ
か
る
芸

術
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
「
鳥
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
４
年
前
か
ら
出
品
し
、
３
年

連
続
で
入
賞
し
て
い
ま
し
た
が
、
文
部

大
臣
奨
励
賞
は
初
め
て
で
、
「
長
い
間

私
を
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
テ
ー
マ
を
変

え
て
新
し
い
分
野
に
挑
戦
し
て
い
き
た

い
」
と
受
賞
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
神
門
さ
ん
は
福
井
県
の
出
身
で
、
大

阪
美
術
学
校
を
卒
業
後
、
染
色
工
芸
家

の
矢
高
貴
郎
氏
に
弟
子
入
り
し
て
５
年

間
染
色
を
学
び
、
昭
和
4
4
年
に
瀧
染
色

美
術
工
芸
社
を
東
京
に
設
立
、
そ
し
て

2
0
年
ほ
ど
前
に
壬
生
町
に
本
拠
を
移
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
同
作
品
は
今
後
、
金
沢
市
や

中
国
上
海
市
の
展
示
会
で
公
開
さ
れ
る

予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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蘭
学
通
り
に
活
躍
し
た
明
治
期
の
医
師
た
ち
（
３
）

　
　
　
五
十
嵐
　
順
知
（
い
が
ら
し
　
じ
ゅ
ん
ち
）

　
○
邸
宅
は
、
現
在
の
「
宇
都
宮
信
用
金
庫
さ
ん
」
で
す
。

　
幼
名
は
、
柳
次
郎
。
字
は
美
盛
。
上

都
賀
郡
西
方
村
金
崎
五
十
嵐
盛
隆
の
長

男
と
し
て
、
１
８
４
１
年
（
天
保
1
2
年
）

４
月
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
１
８
５
４
年
（
安
政
元
年
）
東
都
の

榊
原
奸
文
の
も
と
へ
入
門
し
、
ま
た
、

山
口
藩
・
村
田
蔵
六
（
大
村
益
次
郎
）

等
に
従
い
蘭
学
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の

後
、
佐
倉
順
天
堂
の
佐
藤
尚
中
の
門
に

入
っ
て
修
業
し
ま
し
た
。
１
８
６
２
年

　
（
文
久
２
年
）
、
郷
里
の
壬
生
藩
に
開

業
す
る
と
と
も
に
壬
生
藩
鳥
居
忠
宝
典

医
師
に
な
り
ま
し
た
。

　
順
知
の
事
跡
を
列
挙
す
る
と
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　
１
８
６
３
年
（
文
久
３
年
）
鳥
居
候

大
阪
城
在
勤
の
た
め
典
医
師
と
し
て
同

行
し
、
そ
の
翌
年
（
元
治
元
年
）
に
は

水
戸
天
狗
党
の
乱
に
お
い
て
軍
陣
医
学

の
療
法
を
も
っ
て
、
負
傷
者
を
治
療
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
８
７
１
年
（
明

治
４
言
大
学
来
校
（
東
京
大
学
医
学

号
に
お
い
て
種
痘
免
状
を
も
ら
い
、

１
８
７
３
年
（
明
治
６
年
）
に
栃
木
県

種
痘
医
を
拝
命
し
、
１
８
７
４
年
所

治
７
年
）
か
ら
１
８
７
６
年
（
明
治
９

言
に
か
け
て
八
十
八
町
村
の
種
痘
施

行
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
１
８
７
９
年
（
明
治
1
2
年
）

下
野
に
コ
レ
ラ
流
行
の
時
に
は
、
検
疫

医
と
な
り
治
療
用
の
薬
剤
を
施
し
患
者

救
療
の
た
め
尽
く
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
順
知
が
公
共
事
業
に
尽
力
し

た
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
栃
木
県
検
疫
医
２
回
、
栃
木
県
衛
生

白
委
員
４
回
、
下
都
賀
寒
川
郡
第
三
衛

生
区
種
痘
担
当
医
員
、
壬
生
町
議
会
議

員
２
回
、
下
都
賀
郡
開
業
医
幹
事
、
大

日
本
私
立
衛
生
会
員
、
大
日
本
赤
十
字

社
正
社
員
、
栃
木
県
医
白
委
員
、
赤
十

字
社
栃
木
県
委
員
を
歴
任
し
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
天
然
痘
及
び
コ
レ
ラ
の
治

療
と
予
防
に
活
躍
し
ま
し
た
。

　
順
知
は
、
6
8
歳
で
１
９
０
９
年
所

治
4
2
年
）
に
没
し
ま
し
た
。

次
回
は
、
神
戸
　
察
翁
で
す
。
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Å１ＤＳ
考えてみませんか／

『家庭でできる性教育･エイズ教育』を読んで
　壬生町エイズ教育（性教育）推進委員会では「保護

者のための性教育

・エイズ教育の手引き」第２章を過

日

、

町内の小
・中・高校の全ＰＴＡ会員に配布しまし

た

。

　お読みにな

った保護者の方から
、

各学校に感想が寄

せられました

。

「エイズについての理解が深ま

った」

「エイズ患者

・

感染者への偏見について考えさせられ

た」「家庭の役割の犬きさを痛感した」

・‥それら

の中からいくっか紹介します

。

一一､-､一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一--一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一一一一一-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

〇　エイズは悪いものとは分か
っていると思うが

、

頻

近な所の一般書店などに表紙からしていかがわし

本や道端に、あられもない恰好が写っているビデ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

　
い
オ

を売っている自販機等が設置されていること自体い

叶含仙に聞極でほかいがÅら右_　　　　　　　　　｜社会的に問題ではないだろうか。

個人やある程度の団体等で話し合ったり問題にす|
｜　るのもいいが、行政的に規制するなどしていく必妬

　　があると思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

」

Ｌ　_-------------------------------一一--------------------------------------‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾言…デじ応‾‾雑奮‾‾‾ｉ‾ズヨ‾万募石高wfい‾だ殉副屠羅

により、私たち親白身も正しくエイズについて理解|

しているとは言えません。確かに、日常の生活のな

かでは感染しないということですが、どうしても心

のなかでは偏見や誤解をもち、差別的な目で見てし

まうのが現実ではないかと思います。
その誤解をまず、親自身が消さなければ子どもにl

l　ノ萱ｷﾞ･４-～し14･紫柾1　、.、φ、しR=l､.、をI　J、　、J.＿し島4､1正しく話すことは難しいなと思いました。もっと勉

強し、エイズになぜかかるのか、なぜ怖いのかとい

うことを親子ともども正しく認識し理解していきた

いと思いました。
一一一一一一一
〇
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その家によ

って違うと思うのですが
、

質問にお答えします

　|エゴス」

エイズ

　現在、日本国内でＨＩＶ感染者が

　増えている事情について……

　栃木県については、本年４月末の報告によりますと、

ＨＩＶ感染者数は42人で、このうち30人が外国人となっ

ています。特に女性では、感染者数28人のうち26人が

外国人です。

　この感染の状況を、感染経路から見てみますと

　・日本人同士の感染

　・日本人から外国人

　・外国人から日本人

　・外国人同士

－
－
－
『
ｉ
・
‐
・
ｉ
ｌ

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

を子どもたちに教えることは

、

簡単なようでとてもi

むずかしい

。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｉ

　いつ

、

どんな時に

、

どう話を切り出すか

・・・

ぞ

うこう考えているうちに「またの機会にしよう」と

思い

、

話しそびれる

。

それの繰り返し

・・・

　でも

、

近いうちに話してみようと思います

。

その

=

i

時は

、

親子全員

、一

人も欠けずにいつもの雰囲気を

変え

、

まじめに話し合いたいです
。　　　　　　　　｜

■㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜皿㎜㎜皿㎜㎜皿㎜㎜㎜㎜皿㎜--J-================㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜皿㎜㎜㎜㎜皿㎜皿===J
　一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一---一一一一一-一一一一一一一一一一一一一-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一--一一一一一一一一一
白　先目

、

ＨＴＶ感染者の青年がテレビに出ている西

｜　を見ました

。

その青年の友達には

、

全然差別や偏見

ｉ　などありませんでした

。

とても感動的でした

。　　

｜

｜　　少し昔は

、

「エイズ」というと白い目で見られる｜

ｉ　ような社会だ

ったと思います
。

でも

、

現在では

、

湖

｜　しずつ進歩していると思います

。一

人ひとりの心揃

｜　けで感染者や患者の気持ちを楽にさせてあげられれi

l　ばいいなと思います

。　　　　　　　　　　　　　　

｜

ｉ　　
この手引き等はとても為になりありかたく感じま|

ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ

二

士

2

…______…………___…………___………………___……___…______

j

　家庭教育学級

　　　「エイズ教育講話」開催予定

　昨年度

、

好評を得ました小

・中学校での家庭教育学

級「エイズ教育講話」が今年も５校で聞かれます

。

今

後の予定は

、

次のとおりです

。

　・
羽生田小学校　９月11日　13時30分から

　・壬生北小学校　９月26日　13時30分から

　講師はいずれも

、

エイズミニ知識の監修者　松本

幸三先生で目全教育とエイズ教育について」の演題で

講話をされます

。

ミニ知識

　その17
監修　栃木県伝染病予防調査協議会会長

　　　栃木県連合学校保健会会長

　　　　　　　松　本　　幸　三

　が考えられ、さますまな感染ケースが含まれている

と見られています。

　これ以上、社会からエイズ患者・感染着を増やすこ

とのないように、「自分にはエイズは関係ない」という

のでなく、「エイズにはだれでも感染する可能性がある」

という姿勢に立ち、私たち一人ひとりがエイズに関す

る正しい知識を身につけていきたいものです。

ｴｲｽﾞ顔に関する騏があ日した脳性腫駿脂肪肘でご翁くだjいo（82-0934八

８
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壬
生
町
小
学
校
陸
上
大
会

す
ば
ら
し
い
記
録
が
続
出

　
壬
生
町
学
校
体
育
連
盟
主
催
の
平
成

７
年
度
壬
生
町
小
学
校
陸
上
大
会
が
６

月
2
0
日
、
町
総
合
運
動
場
で
聞
か
れ
ま

し
た
。

　
な
お
、
こ
の
大
会
の
記
録
上
位
者
は

郡
大
会
（
７
月
2
1
且
お
よ
び
県
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
（
９
月
2
4
日
）
に
出
場
し

ま
す
。

◇
５
年
生
男
子

１
０
０
ｍ
走
　
―
位

　
手
塚
　
博
志
（
安
小
）

大
会
は
、
町
内
各
小
学
校
か
ら
選
抜
　
　
２
０
０
ｍ
走
　
１
位

さ
れ
た
５
年
生
（
男
・
女
）
と
６
年
生

（
男
・
女
）
が
出
場
し
、
ト
ラ
ッ
ク
の

部
３
種
目
と
フ
ィ
ー
ル
ド
の
部
２
種
目

に
わ
た
り
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
選
手
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
毎
日
早

朝
練
習
な
ど
を
行
い
、
各
種
目
に
す
ば

ら
し
い
記
録
が
続
出
し
て
い
ま
し
た
。

壬
生
東
小
学
校
が
団
体
優
勝

　
第
2
4
回
壬
生
町
交
通
安
全
こ
ど
も
自
　
　
点
で
競
わ
れ
る
も
の
で
、
選
手
た
ち
は
、

転
車
競
技
大
会
が
６
月
1
6
目
、
町
総
合
　
　
審
査
員
の
厳
し
い
チ
エ
ッ
ク
の
中
、
目

運
動
場
で
行
わ
れ
、
町
内
８
小
学
校
か
　
　
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮

ら
８
チ
ー
ム
3
2
選
手
（
Ｉ
チ
ー
ム
４
人
　
　
し
て
い
ま
し
た
。

編
成
）
が
出
場
し
、
安
全
運
転
技
術
を
　
　
　
成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

競
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
団
体
の
部

　
競
技
は
、
交
通
規
則
や
道
路
標
識
問
　
　
優
　
勝
　
壬
生
来
小
学
校
（
鈴
木
麻
希
子
、

題
な
ど
6
0
問
の
学
科
試
験
と
安
全
走
行
　
　
　
　
　
　
宇
賀
神
舞
、
神
水
芳
恵
、
佐
藤
あ
い
み
）

テ
ス
ト
玉
目
雨
天
の
た
め
実
施
せ
ず
）
　
　
準
優
勝
　
羽
大
田
小
学
校
玉
野
内
皿
由
美
、

と
技
能
走
行
テ
ス
ト
の
実
技
の
総
合
得
　
　
　
　
　
　
館
野
知
浩
、
高
山
1
9
美
、
神
水
公
言
）

1
5
秒
5
0

　
田
中
　
秀
幸
（
来
小
）
　
　
　
３
２
秒
７
２

１
０
０
０
ｍ
走
　
―
位

　
鈴
木
　
営
為
（
稲
小
）
３
分
3
1
秒
5
8

走
り
幅
跳
び
　
１
位

　
来
川
　
伸
一
　
晏
小
）
　
３
８
４
ｍ

走
り
高
跳
び
　
１
位

　
荒
川
　
奸
和
（
壬
小
）
　
１
１
５
ｍ

三
　
位
　
安
塚
小
学
校
（
五
十
嵐
宏
之
。

　
　
　
　
寺
内
英
恵
、
鈴
木
炭
生
、
稲
葉
哲
也
）

◇
個
人
の
部

優
　
勝
　
学
賀
神
舞
宝
生
来
小
学
校
）

準
優
勝
　
神
水
公
宏
（
羽
生
田
小
学
校
）

三
　
位
　
大
橋
　
彩
宝
生
小
学
校
）

四
　
位
　
佐
藤
あ
い
み
宝
生
来
小
学
校
）

五
　
位
　
関
口
達
哉
（
睦
小
学
校
）

　
ま
た
、
６
月
2
9
日
に
栃
木
第
二
小
学

校
で
行
わ
れ
た
栃
木
地
区
大
会
（
壬
生

町
、
栃
木
市
、
大
平
町
、
岩
舟
町
、
都

賀
町
）
に
は
、
上
位
２
チ
ー
ム
（
壬
生

来
小
、
羽
生
田
小
）
が
出
場
し
、
両
チ

ー
ム
の
活
躍
は
め
ざ
ま
し
く
、
壬
生
来

小
学
校
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
、
羽
生
田

◇
５
年
生
女
子

１
０
０
ｍ
　
ｌ
位

　
山
名
余
市
美
（
稲
小
）

２
０
０
ｍ
走
　
１
位

　
大
塚
　
江
利
（
睦
小
）

８
０
０
ｍ
走
　
―
位

　
　
　
　
　
１
０
０
０
ｍ
走
　
１
位

　
　
　
　
　
　
金
村
　
拓
郎
（
束
小
）
３
分
3
0
秒
１
３

1
5
秒
8
7
　
　
走
り
帽
跳
び
　
ー
位

　
　
　
　
　
　
野
口
　
洋
輔
晏
古
　
４
４
０
ｍ

3
4
秒
3
3
　
　
走
り
高
跳
び
　
１
位

　
　
　
　
　
　
古
谷
憲
之
（
睦
小
）
　
１
３
０
ｍ

　
長
谷
川
烏
ゆ
英
気
小
）
３
分
0
3
秒
4
8

走
り
幅
跳
び
　
１
性

　
黒
子
　
知
性
（
縮
小
）
　
　
３
４
５
ｍ

走
り
高
跳
び
　
１
性

　
小
林
紗
知
江
（
束
小
）
　
　
１
１
０
ｍ

◇
６
年
生
男
子

１
０
０
ｍ
走
　
―
性

◇
６
年
生
女
子

１
０
０
ｍ
走
　
１
位

　
佐
藤
宏
美
（
東
小
）

２
０
０
ｍ
走
　
１
位

　
松
井
有
香
呈
小
）

８
０
０
ｍ
走
一
１
位

1
4
秒
7
9

3
2
秒
1
7

　
小
野
　
左
足
（
東
小
）

２
０
０
ｍ
走
　
Ｉ
位

　
金
村
拓
郎
（
束
小
）

　
　
　
　
　
　
清
水
　
恵
美
（
羽
小
）
２
分
5
0
秒
3
4

1
4
秒
2
0
　
　
走
り
幅
跳
び
　
１
位

　
　
　
　
　
　
清
水
　
恵
美
（
羽
小
）
　
３
６
１
ｍ

3
0
和
8
2
　
　
走
り
高
跳
び
　
Ｉ
位

　
　
　
　
　
　
楡
本
　
美
穂
（
稲
小
）
　
１
１
５
ｍ

小
学
校
チ
ー
ム
が
第
３
位
と
健
闘
し
ま

し
た
。

　
な
お
、
優
勝
し
た
壬
生
来
小
学
校
チ

Ｉ
ム
は
、
県
大
会
（
７
月
1
3
口
、
県
体

育
館
）
に
出
場
し
ま
し
た
。

９



　
　
「
毎
朝
６
時
か
ら
１
万
歩
を
目
安
に

１
時
間
ぐ
ら
い
の
散
歩
を
矢
か
し
た
こ

と
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
健
康
を
維

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

持
す
る
秘
訣
に
な
っ
て
い
る
ん
じ
や
な

い
で
す
か
ね
」
と
話
す
礒
さ
ん
ご
夫
妻
。

　
兵
蔵
さ
ん
は
、
益
子
町
芦
沼
の
出
身

密達者　　ソ

カッフル(禎

六美可北部

兵
ヒ

礒

｢魚つ引

安塚小学校６年

　　　　矢　倉　祐　太

蔵さん（７５）

口さん（ワＯ）

　　　｀

t゛池

1

｡
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夫妻

青
春
ス
ケ

ッ
チ
顛

いろいろなスポーツに挑戦

　　　　　　緑町一　辻野　孝子　さん

　　「スポーツが好きで、今は２年ほど前から始め

たＭＴＢ（マウンテンバイク）に熱中しています。

そのほか、冬はスキーに出掛けることが多いです

ね」という孝子さん。

　休日は「自転車クラブの友人とＭＴＢでツーリ

ングに行ったりすることが多い」とのこと、「これ

からもいろいろなスポーツに挑戦していきたい」

と笑顔で話すとても活動的なお嬢さんです。

三
年

一
　
、
　
　
作

　
J
〕

身
柄
稲
光
作

青　柳　信　也

?ｉ

肌
◎
⑩
岳

10



こ

う　　　

収まi4
写
真
右
か
ら
榎
本
教
育
長

佐
藤
宏
美
さ
ん
、
松
本
先
生
、

手
塚
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

で
、
昭
和
９
年
に
東
京
へ
出
て
鉄
工
所

に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
1
5
年

1
0
月
に
召
集
に
よ
り
宇
都
宮
７
９
３
６

部
隊
に
入
隊
、
上
海
、
紹
興
付
近
の
警

備
や
鉄
工
兵
と
し
て
従
軍
、
そ
の
後
、

タ
イ
で
終
戦
を
迎
え
、
昭
和
2
1
年
５
月

に
日
本
に
戻
り
ま
し
た
。

　
帰
国
後
、
兵
蔵
さ
ん
は
再
び
鉄
工
所

に
勤
め
始
め
、
茨
城
県
茨
城
町
の
出
身

で
東
京
で
家
事
手
伝
い
と
し
て
働
い
て

い
た
ヒ
ロ
さ
ん
と
昭
和
2
2
年
に
結
婚
し
、

昭
和
5
5
年
ま
で
鉄
工
所
に
勤
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
お
二
入
の
趣
味
は
、
豆
蔵
さ
ん
が
詩

吟
三
一
段
）
、
民
謡
、
尺
八
、
将
棋
で
、

ヒ
ロ
さ
ん
が
民
謡
だ
そ
う
で
す
。
特
に

民
謡
は
、
お
二
人
し
て
い
っ
し
ょ
に
教

室
に
通
っ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
、
ヒ

ロ
さ
ん
は
、
昭
和
一
一
１
１
一
年
に
江
東
区
民
謡

巡
今
大
会
の
壮
年
部
で
優
勝
し
た
経
験

を
お
持
ち
で
す
。
現
在
、
お
二
人
共
通

の
趣
味
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
、
週
４
回

の
練
習
や
県
内
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
る

大
会
に
い
っ
し
ょ
に
出
掛
け
る
そ
う
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
お
二
人
と
も
カ
ラ
オ
ケ

が
好
き
で
、
「
母
の
日
や
父
の
日
、
そ

し
て
家
族
の
誕
生
日
な
ど
の
記
念
日
に

家
族
そ
ろ
っ
て
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
に
行
く

の
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
ね
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
県
予
選

佐
藤
宏
美
さ
ん
（
壬
生
Ｊ
Ａ
Ｃ
・
壬
生
東
小
６
年
）

　
二
年
連
続
全
国
大
会
出
場
（
女
子
ｌ
ｏ
ｏ
工
）

　
第
Ｈ
回
全
国
小
学
生
陸
言
説
技
交
流
　
　
レ
ー
ス
を
無
難
に
ク
リ
ア
し
決
勝
へ
進

大
会
の
栃
木
県
予
選
が
６
月
1
8
日
、
栃
　
　
出
、
決
勝
戦
に
お
い
て
も
1
4
秒
４
の
す

木
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
行
　
　
ば
ら
し
い
記
録
で
優
勝
し
、
８
月
2
5
、

わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
6
日
に
国
立
競
技
場
で
行
わ
れ
る
全
国

　
本
町
か
ら
は
、
６
年
生
女
子
１
０
０
　
　
大
会
出
場
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

ｍ
走
の
部
に
、
壬
生
Ｊ
Ａ
Ｃ
（
町
内
小
　
　
　
な
お
、
佐
藤
さ
ん
は
昨
年
の
全
国
大

学
生
の
陸
上
ク
ラ
ブ
、
平
塚
監
督
）
か
　
　
会
に
お
い
て
も
、
女
子
５
年
１
０
０
ｍ

ら
佐
藤
宏
美
さ
ん
（
壬
生
東
小
学
校
６
　
　
走
で
７
位
に
人
賞
し
て
お
り
、
２
年
運

年
）
が
出
場
、
佐
藤
さ
ん
は
、
予
選
２
　
　
続
の
出
場
と
な
り
ま
す
。

チピッ子ア几,ハム

百香ち匹（１歳）

(六美町南部第づ
　　（父）櫛田　猛さん

　　（母）ク　　明美さん

お母さんから一言

元気で明るく素直な女の子になってね。
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し
お
り

某
理
ち
ゃ
ん
千
言

　
　
（
父
）
小
宮
山
昭
彦
さ
ん

　
　
（
母
）
　
　
ク
　
　
久
子
さ
ん

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

（
万
　
町
）

明
る
い
元
気
な
子
に
な
っ
て
ね
。
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町
学
童
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
安
塚
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
が
優
勝

安
心
フ
ロ
ヽ
ダ
ィ
ヱ

エ
京
北
ク
ラ
ブ

甫
判
呈
）
阿
久
津
こ

○
０
１
　
０
３
０
　
０

０
０
０
　
１
０
０
　
０

）
荒
川
三
）
松
川
且
）
井
上

４

　
第
1
4
図
壬
生
町
学
童
少
女
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
６
月
１
８
目
、
2
4
目
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
町
総
合
運
動
場
に
お
い

て
、
町
内
の
学
童
少
女
６
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
2
4
日
の
決
勝
戦
に
は
、
安
塚
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
と
壬
生
北
ク
ラ
ブ
が
駒
を
進
め
、

白
熱
し
た
試
合
展
開
と
な
り
、
３
回
と

５
図
に
確
実
に
点
を
重
ね
た
安
塚
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
が
４
対
１
で
壬
生
北
ク
ラ
ブ

を
破
り
優
勝
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
両
チ
ー
ム
は
８
月
1
2
目
か
ら

行
わ
れ
る
第
2
3
回
栃
木
県
学
童
少
女
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
が
続
出

　
壬
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
中
村
　
　
し
た
。

栄
吉
会
長
）
主
催
の
節
1
6
回
壬
生
町
老
　
　
　
成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
　
　
◇
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

か
ら
月
７
日
、
町
総
合
運
動
場
に
町
内

の
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
匍
チ
ー
ム
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
７
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
ブ

ロ
ッ
ク
優
勝
を
め
ず
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
、
競
技
に
応
援
に
と
随
所
で
ハ
ッ

ス
ル
プ
レ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま

Ｉ
ブ
ロ
ッ
ク
　
上
長
田
チ
ー
ム

２
ブ
ロ
ッ
ク
　
本
郷
チ
ー
ム

３
ブ
ロ
ッ
ク

４
ブ
ロ
ッ
ク

５
ブ
ロ
ッ
ク

６
ブ
ロ
ッ
ク

７
ブ
ロ
ッ
ク

田
谷
新
田
チ
ー
ム

落
合
本
田
チ
ー
ム

上
田
長
寿
会
チ
ー
ム

北
小
林
寿
チ
ー
ム

岡
谷
外
道
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
）

関
東
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　
地
区
予
選
会
（
栃
木
県
大
言

　
　
　
壬
生
中
学
校
が
優
勝

　
第
2
3
回
関
東
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
地
区
予
選
会
が
６
月
１
日
か
ら
３

日
ま
で
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
栃
木
県

総
合
運
動
公
園
に
県
内
3
2
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
は
、
壬
生
中
学
校
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
並
い
る
強

豪
チ
ー
ム
を
次
々
と
破
り
決
勝
に
進
出

し
ま
し
た
。

決
勝
戦
の
対
戦
相
手
は
、

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
１
１
２
名
が
腕
を
競
う

黒
磯
市
の

　
第
７
回
壬
生
町
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
　
　
部
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

６
月
５
日
、
宮
の
森
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
　
　
　
大
会
に
は
、
男
子
の
部
１
０
２
名
、

右から、安楽さん、柏崎さん、斎藤さん

女
子
の
部
に
1
0
名
の
計
１
１
２
名
が
参

日
新
チ
ー
ム
、
お
互
い
に
走
・
攻
・
守

揃
っ
た
チ
ー
ム
同
士
の
対
戦
と
な
り
白

熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
が
、

鎗
実
に
得
点
を
重
ね
た
壬
生
中
チ
ー
ム

が
、
４
対
―
と
日
新
チ
ー
ム
を
破
り
優

勝
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
壬
生
中
チ
ー
ム
は
、
８
月
に

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
で
行
わ
れ
る
関

東
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

加
し
、
自
慢
の
腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
入
貫
首
は
、
左
表
の
と
お

り
で
す
。

男子の部 ネット グロス

優　勝 柏崎　一之 62.6 77

準優勝 福田　修治 64.8 96

３　位 鈴木　拓男 65.0 77

４　位 斎藤　裕一 66.2 71

５　位 毛塚　俊明 66.6 93

６　位 国安　正章 66,6 93

７　位 山川　恒夫 67.0 103

８　位 大塚　勝己 67.8 75

９　位 石島　英明 67.8 75

10　位 高橋　正義 68.4 78

安子の部 斜クト グロス

優　勝 安楽　敬子 67.6 94

準優勝 西山　輝子 78.2 107

３　位 森田　敏江 78.4 100

男子グロスの部 スコア

優　勝 斎藤　裕一 ７１

準優勝 松本　広志 71

３　位 犬塚　勝己 75

４　位 石高　英明 75

５　位 小高　正司 75

女子グロスの部 スコア

優　勝 安楽　敬子 94

W
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県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
1
0
周
年
記
念

ｊ
７

ｒ
ｒ

Ｔ
ｒ

式
典

５
名
の
方
が
功
労
者
表
彰
受
賞

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

　
県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
創
立
1
0
周

年
記
念
式
典
が
５
月
3
0
日
に
宇
都
宮

市
、
６
月
６
・
７
日
に
藤
原
町
に
お
い

て
行
わ
れ
、
そ
の
席
上
、
町
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
協
会
（
高
本
辰
雄
協
会
長
）
か
ら

５
名
の
方
々
が
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
1
0
周
年
を
記
念
し
て
県
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
及
び
地
元
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
協
会
の
充
実
発
展
に
功
労
さ
れ
た

方
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

３
部
門
で
熱
戦
を
展
開

第
９
回
町
民
柔
道
大
会
が
６
月
2
5
日
、
　
町
総
合
運
動
場
武
道
館
で
行
わ
れ
、
小

各
部
門
の
優
勝
者

学
生
、
中
学
生
、
一
般
の
３
部
門
で
熱

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
小
学
生
の
部

優
勝
勝
目
直
樹
宝
生
小
）

準
優
勝
　
大
淵
　
智
昭
（
壬
生
来
小
）

○
中
学
生
の
部

優
　
勝
　
北
條
　
秀
武
毎
犬
飼
中
）

準
優
勝
　
大
淵
　
和
浩
（
壬
生
中
）

○
一
般
の
部

優
勝
　
佐
野
　
秀
行
（
濁
協
医
方

準
優
勝
　
能
重
　
和
正
（
濁
協
医
大
）

受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
高
水
　
辰
雄
（
本
　
　
　
郷
）

・
高
橋
政
夫
（
城
　
　
告

　
　
）

・
大
垣
吉
太
郎
（
上
　
　
　
胆

・
川
嶋
　
準
六
（
幸
町
四
丁
亘

・
戸
崎
義
雄
言
好
町
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
体
育
祭
で

　
　
　
　
　
　
親
睦
を
深
め
る

L一瀋し

　
下
表
町
自
治
会
（
早
乙
女
太
平
会
長
）

で
は
５
月
７
日
、
町
南
部
運
動
場
に
多

数
の
方
が
参
加
し
て
、
第
４
回
フ
ァ
ミ

リ
ー
体
育
祭
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
会
員
相
互
の
心
の
交
流
を

図
ろ
う
と
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の

日
は
、
各
班
か
ら
選
ば
れ
た
選
手
た
ち

が
、
赤
、
白
に
分
か
れ
隣
近
所
の
人
た

ち
の
応
援
を
受
け
な
が
ら
借
り
物
競
争

や
む
か
で
競
争
な
ど
に
汗
を
流
し
、
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

腎亘
文
化
協
会
文
芸
部
選

　
　
　
　
短
　
　
歌

　
　
　
　
お
っ
く
う
　
　
　
ほ
応
び

針
待
つ
を
億
劫
に
し
て
綻
を

安
全
ピ
ン
に
と
め
て
久
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
田
　
節
子

そ
の
時
に
な
れ
ば
何
と
か
な
る
も
の
と

当
て
な
き
ま
ま
に
そ
の
日
近
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
尾
　
チ
エ

飼
猫
の
四
十
日
も
帰
ら
ね
ば

家
族
の
ひ
と
り
欠
け
た
る
思
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
か
づ
子

円
高
は
わ
が
住
む
町
に
も
お
よ
び
き
て

輸
入
野
菜
の
多
く
並
べ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
ヒ
ロ

俳
　
　
句

仮
設
舎
を
出
る
当
て
の
な
く
明
易
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
井
　
秋
汀

心
太
こ
こ
ろ
の
支
え
呑
み
こ
め
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
文
二

雨
音
に
う
ば
わ
れ
し
夢
明
け
や
す
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粂
川
　
正
枝

椎
佼
や
余
生
を
何
に
そ
そ
ぐ
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
喜
勝
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心

千生町おもちや博物館マスコット愛称募集
　　「おとなの郷愁とこどもの夢のかけ橋」をメインテーマに、平成７
年４月23日オープンした壬生町おもちゃ博物館のマスコットの愛称を
募集します。

○主　　催　　壬生町・（財）壬生町施設振興公社
○作品内容　　明るくて親しみのもてるもので、自作未発表の作品に
　　　　　　　限ります。
Ｏ応募規程　　愛称と簡単な説明、住所、氏名（ふりがな）、年齢、

　　　　　　　性別、電話番号、職業（学校名、学年）を明記のうえ、
　　　　　　　郵送で応募するか、所定の応募用紙（役場経済部商工
　　　　　　　観光諜、稲葉・謝犬飼出張所、おもちゃ博物館に備え

　　　　　　　てありまず）にて応募ください。
　　　　　　　応募点数制限なし（ただし、１校につき１点）
　　　　　　　応募作品は返却しません。
○応募資格　　どなたでも応募できます。
○応募締切　　８月31日（当日消印有効）

○賞　　　　　　・最優秀賞　１点　賞品
　　　　　　　・優秀賞　２点　賞品
○発　　表　　入賞者に直接通知し、町広報に掲載します。

○注意事項　　・同名作品多数の場合は、抽選で選出します。
　　　　　　　・最優秀作品の著作権は、主催者に帰属します。
Ｏ応募及び　　壬生町おもちゃ博物館宛に郵送するか、応募用紙備え
　問合せ先　　付けの施設に直接応募してください。
　　　　　　　〒321－02栃木県下都賀郡壬生町田谷２３００

　　　　　　　壬生町おもちゃ博物館�０２８２－８２－７１１１

○
問
合
せ
先

○
会

○
聴
講

斜塔

壬
生
中
央
公
民
館
犬
ホ
ー
ル

無
　
料
（
聴
講
券
が
必
要
で
す
）

※
聴
講
券
は
、
８
月
１
日
か
ら
役
場
住
民
諜
、
稲

　
葉
・
南
犬
飼
出
張
所
、
壬
生
中
央
公
民
館
で
取

　
り
扱
い
ま
す
。

　
壬
生
中
央
公
民
館
�
8
2
－
Ｏ
１
０
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

ま

壬生町おもちや博物館マスコット

回護目脂

　　　　　午後2時～

｢もののかたちと

　　　ひとのきもち｣

　作家椎名誠先生

　　　　７月１日現在

総人口40

,053人(△８)

　男

j　19,755人(　3こ)j.

十女万……ｿﾞ………j………2,0,29き人ｹﾞ………………1･(心耳yj

世帯数ﾚ12

,3咬世帯ｬ……(……………7):1

（

）内は前月比

｜圃圓腫圃

ｌ　　　　　　　　午後2時~

　｢今を生きる｣

　二２‾スキ;;夕;

子　先生

にが　　　●●●

納大納　国国町
付変期　民民県
し込限一年健民
まみ間訟金庫税
しおりにｲ･に
ょいは期８険２
うま　｀限月税期
゜す納８分－゛゛

　゜付月－２
　早窓31　期
　めロ旦　－

８
月
の
納
税
等

　
。
心
の
豊
か
さ
を
求
め
て
“
を
テ
ー
マ
に
、
第
‥
目
回
「
み
ぶ
文
化

教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
ご
家
族
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
聴
講
く
だ
さ
る
よ

う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

全
４
万
７
千
８
５
５
円
②

　
　
　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い

ケ
教
室
様

‐
‐
‐
‐
合
１
千
７
４
０
円
①

‐
‐
‐
‐
　
　
　
　
　
　
　
ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム
様

第
1
1
回

　
『
み
ぶ
文
化
教
室
』
へ
の
お
誘
い

合
８
千
円
②
　
壬
生
町
盆
栽
ク
ラ
ブ
縁

合
１
千
７
８
４
円
①
　
　
匿
　
名
　
縁

寄
　
付
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

言
数
字
は
寄
付
回
数
）
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